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３. 新たな時代にふさわしい「食と健康」に係るシンポジウム

未来の食と健康のあり方
一般社団法人メデイカルライス協会 理事長 （医学博士）

渡邊 昌氏

基調講演１

食養道の系統を調べると、玄米の効果が良く分かります。白米を食べている人は、糖尿病・高血圧・狭心症等に
なる可能性が３倍、玄米食の人はこれらの疾患のリスクが１/３程度です。玄米は食物繊維を多く含み、肥満になり
にくく、腸内細菌叢を良好に保つ作用があり、健康長寿にふさわしい食品と言えます。透析患者が増えている現在、
過剰なタンパク質の摂取を避け、食事療法で腎機能を保つことは非常に重要です。メディカルライス協会が開発す
る「低タンパク玄米」は、食物繊維は玄米と変わらず、腎臓に悪いカリウム・マグネシウム・リンの含有量が低い
ため、腎臓病の方に有効と言えます。低タンパク玄米を始め、低GI、高GABA、高フェルラ酸、高抗酸化機能など、
様々な機能を持つ米の可能性が高まっています。また、グルテンフリーの玄米粉で作るパンはセリアック病の患者
さんにとって非常に価値があります。

私は、「未病」の問題解決のために統合食養学を提唱しており、肥満・糖尿病の増加に対しては玄米食によるエ
ネルギーのコントロールが、CKD（慢性腎臓病）・腎透析の増加には低タンパク食の摂取が、がんの予防には禁煙
や抗酸化食品の摂取が必要と考えています。

（４）シンポジウム概要

１）第１部基調講演
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基調講演２

我が国の社会的情勢を見据えた時、労働生産性の低下が重要な課題と考えています。「健康状態の見える化」
と日本食の科学的エビデンスを獲得することが解決の方向性となります。健康・維持増進のための食生活をビッ
クデータから個人が選択し、病気の原因である軽度心身不調を食で改善することが大切となります。そのために
開発中の「軽度体調変化判定システム」により、脳波データ、脈波データ、食事・生活習慣データ等をセンシン
グして、個人の軽度体調不良を早期に把握し、それを改善する食生活を提案したいと考えています。

また、健常者の健康調査データや農林水産物・食品の栄養成分や機能性成分のデータを活用し、新規機能性食
品の市場形成や個人に適した中食・外食、個人向け健康管理サービス等の「食によるヘルスケア産業の創出」に
取り組んでいきます。

食によるヘルスケア産業の創出

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

ヘルスケア創出研究統括監 山本（前田）万里氏

5

健康・維持増進のための食生活をビッグデータから個人
が選択し、活力ある健康長寿社会を実現

病気の原因である軽度心身不調を食で改善する

今後の健康機能性研究

■世代別・個人別の疾病リスクの低減と健康寿命の延伸、さらには、増大する国民医療費の
抑制が大きな社会的課題
■健康食品市場やヘルスケア市場は右肩上がりの増大を続けるなど、国民の健康への関心は
非常に高く、健康維持・増進を食品や食生活から支える適切なシステムを提案することが喫緊
の課題

健康 軽度不調 未病 病気

早期
センシング

早期介入
（食・生活等）

（４）シンポジウム概要

１）第１部基調講演
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基調講演３

人は誰しも加齢とともに免疫力が低下し、反比例するようにさまざまな炎症性疾患、感染症が現れてきます。
昨今、食と健康において重要となる免疫機能、腸内細菌について多く関心がもたれています。発酵食品に含ま
れる腸内微生物が自然免疫を活性化し、感染抵抗性・抗炎症にも働くということがわかってきました。

また、腸内細菌叢の乱れがさまざまな疾患を誘発するということも明らかになり、腸内細菌叢の働きについ
て、世界的に注目が集まっています。研究技術の発展により、実際に腸の中でどのような微生物がどのように
働くのか、精緻に証明できるようになりました。私たちは今後も、発酵食品が持つシンバイオティクスの働き
を明らかにし、社会に還元していきたいと思います。

フードメディシンネットワークは歴史や風土に根付いた食文化を科学的なエビデンスに基づいて解釈し、そ
れをフィードバックすることで、より本質的に豊かな暮らしを提案しています。発酵食品を含む和食の研究を
世界へ向けても発信し、文化的で幸せな暮らし方、人類の健康と免疫機能を中心とした考察をこれからも進め
ていきたいと考えます。

腸内細菌と身体に優しい発酵食品

国立研究開発法人産業技術総合研究所 上級主任研究員

フードメディシンネットワーク代表 辻 典子氏

（４）シンポジウム概要

１）第１部基調講演


